
保護者、地域の皆様 中学生の皆さんへ 

 

 

 

 

 

本格的に冷え込む季節になりました。入試や日々の授業に全力で取り組むためにも、体調管理を徹底しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定は、以下の通りです。御確認、御協力よろしくお願い致します。 

◎新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について 

・緊急事態宣言が解除される日まで全ての部活動および大会・コンクールへの参加、対外試合・合同練習等の実施を中止とします。 

・２月１８日(木)まで分散登校・時差通学を実施しています。出席番号によって登校時間が異なりますので、配布された別紙を御確認 

ください。 

なお、飛沫感染防止の観点から学校での昼食は取らない時間割になっています。 

   ◎入学者選抜、およびその準備について 

・２月１９日(金)  ２時間授業 ※３時間目は入学者選抜のための準備(清掃等)。１２：１０完全下校 

・２月２０日(土)・２１日(日)・２３日(火) 登校禁止  ・２月２２日(月)・２４日(水) 休業日(登校禁止) 

   ◎入学者選抜後の日程について 

     ・２月２５日(木)・２６日(金) 平常通り６時間授業   ・３月１日(月)～３月４日(木) 学年末考査 

 

 

  本校の受検を希望される方はで、本校について説明を希望される方は個別に対応させていただきます。事前に電話にてお申込みください。 

御来校の際は必ず事前予約のもと、検温とマスクの着用に御協力ください。 

 TEL：０４２-７９２-２８９１ FAX：０４２-７９４-０４４０ 
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硬式野球部は現在選手９人、マネージャー１人の計１０人

で活動しています。今年度の夏季大会では、都立八王子桑志

高校と合同チームを組み、１２年ぶりに夏の大会で１勝する

ことができました。 

限られた人数と場所ではありますが、与えられた条件の中

で初心者から経験者を含め、先生の指導のもと練習に励んで

います。 

  
 

 

国語総合現代文の授業では、意味調べプリ 

ントに自宅で取り組み、それを見ながら正し 

く音読をする時間を毎回の授業で設けていま 

す。定期考査後にとったアンケートによると、 

音読の時間があることで本文の内容を理解し 

やすいと多くの生徒が感じてくれています。 

他にも、単元の終わりには評論から読み取っ 

たことを実生活でどう活かすかや、小説につ 

いてどんな解釈をしたかなど、自分の考えを 

書き、近くの生徒と交換する活動をしていま 

す。これらの活動で、授業が教員の説明を聞 

く時間ではなく、それぞれが考える時間にな 

ることを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２６日(火)、令和３年度入学者選抜(推薦による選抜)を実施しました。今年度

は新型コロナウイルス感染症対策を講じて、個人面接と作文検査を行いました。 

 前日には本校生徒が校内清掃や消毒を行うなど、入学者選抜に向けて、全校あげて

の準備を行いました。 

 その甲斐あって、無事に入学者選抜は終了しました。 

 本校では、安心して受検できる態勢を整え、受検をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では今年度、１学期１回、２学期２回、３学期１回の年間計４回定期考査を実

施しています。しかし、苦手意識をもっている生徒が比較的多い数学においては３学

期にも中間考査を実施しています。 

 ２月３日(水)、数学の中間考査がありました。今回より、新型コロナウイルス感染

症感染拡大防止の観点から、練習問題解説動画を配信し、オンラインで補習を行える

ようにしました。また、考査前は職員室に質問をしに来る生徒の姿が普段より多く、

頑張っている様子が見受けられました。 

 １ヶ月後は学年末考査です。計画的に家庭学習をすすめ、今年度の成果を発揮しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校では、３年次の自由選択科目として「日本史

演習」を開講しています。「日本史演習」では、大学

入試で日本史での受験を考えている生徒や日本史に

興味のある生徒を対象に、原始・古代の内容からよ

り深く扱っています。 

 １月７日(木)より、３年次に「日本史演習」を履

修する２年生に向けて、週１回の日本史放課後講習

を実施しています。講義形式の授業を行った後、入

試問題に挑戦し、入試本番に対応できる力の育成を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


